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第２期 子育て未来応援プラン「あしや」 

芦屋市子ども・子育て支援事業計画

（１） 計画策定の趣旨

国においては，平成24年８月に「子ども・子育て支援法」をはじめとする子ども・子育て関連３

法を成立させ，平成27年４月から，「子ども・子育て支援新制度」をスタートさせました。 

本市では，平成27年３月に新たな法制度の下で『子育て未来応援プラン「あしや」（芦屋市子ども・

子育て支援事業計画）』を策定し，幼児期の教育・保育，地域の子ども・子育て支援を総合的に推進し

てきました。このたび計画期間が令和元年度に終了することから，『第2期子育て未来応援プラン「あ

しや」（芦屋市子ども・子育て支援事業計画）』を策定しました。

（２） 計画の位置付けと期間

本計画は，子ども・子育て支援法第61条第１項に基づき，市町村に策定が義務付けられている「市

町村子ども・子育て支援事業計画」です。また，第４次芦屋市総合計画や関連する分野別計画との整

合を図って策定しており，平成27年度から令和元年度までの第１期計画に次ぐ第２期計画として令

和２年度から令和６年度までを計画期間としています。 

本市の０歳から11歳の子ども人口は年々減少しており，平成31年３月末では9,418人となって

います。また、０から11歳までの将来推計人口は，年々減少傾向で，令和６年には8,196人と予測

されていることから，平成31年に対して，1,222人程度減少する見込みです。 

資料：実績は住民基本台帳（各年３月末日現在）

推計は芦屋市将来人口推計結果

計画の策定にあたって 第１章 

子ども・子育てを取り巻く現状 第２章 
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本計画は，基本理念で掲げる「みんなで育てる芦屋っ子」を実現するため，下記の４つの基本的な視

点と４つの基本目標を掲げています。 

① 地域における子どもの居場所づく

りの推進 

② 安全・安心なまちづくりの推進 

③ 児童虐待防止対策の推進 

④ 配慮が必要な子どもとその保護者

への支援 

【基本目標】 【施策の方向】

① 就学前教育・保育の体制確保 

② 小学校への円滑な接続 

① 仕事と子育ての両立を図るための 

環境の整備 

② 産休・育休からの復帰が円滑にで 

きる環境の整備 

① 多様な子育て支援サービス環境の 

整備 

② 子育て家庭への経済的支援  

③ ひとり親家庭の自立支援 

④ 親と子の健康づくりの推進 

⑤ 子育ての悩みや不安への支援

（１）家庭における子育てへの支援 

妊娠・出産・子育てに関するスト

レスや不安の軽減を図るため，身近

なところで相談支援や情報提供を受

けることができるよう取り組みま

す。 

（３）すべての子どもの育ちを支

える環境の整備 

地域や社会が保護者に寄り添い，

子育てに対する負担や不安，孤立感

を和らげ，子どもと向き合える環境

づくりに取り組みます。

（４）仕事と子育ての両立の推進 

保護者が仕事を続けながら子育ての

喜びを実感できる社会を作るために，子

育てをめぐる多様なニーズに柔軟に対

応できる環境づくりを推進します。 

計画の基本的な考え方 第３・４章 

【基本理念】【基本的な視点】
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（２）子どもの健やかな発達を 

保障する教育・保育の提供 

発達に応じた教育・保育を通じ，

学ぶ意欲や自尊感情を高め，「確かな

学力」「豊かな心」「健やかな体」を

バランスよく育むことができるよう

取組を推進します。 
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【 本市における子ども・子育て支援体制のイメージ 】 

（１） 教育・保育の量の見込みと確保方策

入所待ち児童の解消及び３歳児の教育ニーズへの対応のため，保護者の就労に関わらず等しく質の高

い教育・保育を提供できる認定こども園の整備を中心とした「市立幼稚園・保育所のあり方」の取組を

着実に進めていきます。 

また，今後も引き続き教育・保育ニーズの動向を踏まえ，適正な施設整備について検討していきます。 

１号認定：３歳以上で教育を希望 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

ニーズ量 1,045人 1,016人 987人 957人 946人 

提供量 1,245人 1,290人 1,395人 1,395人 1,395人 

過不足（提供量-ニーズ量） 200人 274人 408人 438人 449人 

２号認定：３歳以上で保育が必要 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

ニーズ量 920人 926人 940人 947人 969人 

提供量 842人 977人 1,055人 1,055人 1,055人 

過不足（提供量-ニーズ量） ▲78人 51人 115人 108人 86人 

３号認定：０歳から２歳で保育が必要 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

ニーズ量 757人 787人 816人 844人 873人 

提供量 750人 822人 875人 875人 875人 

過不足（提供量-ニーズ量） ▲7人 35人 59人 31人 2人 

教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の 

見込みと確保方策 
第５章 
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（２） 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策

事業名 事業内容及び今後の方向性 
指標
（単位） 

平成30年度
実績 

令和6年度
確保方策 

(1) 
時間外保育事業 
（延長保育事業） 

通常の利用時間帯以外の時間において引き続

き保育を行っています。今後，教育・保育施設の

整備を行い，受皿を確保し，圏域ごとに提供体制

を確保していきます。 

利用者数 449人 540人 

(2) 放課後児童健全育成事業 

保護者の就労等のため，放課後，小学生の健全

育成を図るため，受入れを実施しています。今後

も，引き続き放課後の適切な遊びと生活の場の提

供に努め，ハード面は小学校内を基本に空き教室

の活用などを検討します。 

登録児童数 517人 755人

(3) 
子育て短期支援事業 
（子育て家庭ショートステイ事業）

保護者の仕事等の理由で子どもの養育が一時

的に困難となる場合等に，児童福祉施設において

一定期間，養育及び保護を行っています。制度を

利用しやすいように情報提供を行い，現在の提供

体制を継続していきます。 

年間延べ 

利用日数 
10日 23日 

実施箇所数 12か所 12か所 

(4) 地域子育て支援拠点事業

子育て支援サービスなどに関する情報提供や

相談・助言等を行うとともに，保護者と子どもが

気軽に遊べる場を提供しています。今後も，安心

して子育てをできる環境整備に努め，拠点毎の特

色などを周知し，幅広い利用につなげます。 

月間延べ 

利用者数 
3,268人 5,194人 

実施箇所数 3か所 5か所 

(5-1)
幼稚園におけ
る一時預かり
事業 

３歳 在園児を対象に教育時間後等に保育を実施し

ています。市内の幼稚園及び認定こども園の全園

で実施しており，引き続き提供体制を充実してい

きます。 

年間延べ 

利用者数 
30,004

人 

16,265人

４・５歳 39,587人

(5-2) 一時預かり事業

保育所等 保護者の疾病等の緊急かつ一時的な理由で家

庭での保育が困難となる場合に，保育所等で実施

し，ファミリー・サポート・センター事業も受皿

としての役割を担っています。今後も，提供体制

の確保に努めます。 

年間延べ 

利用者数 

1,958人 2,965人

ファミリー・サポ
ート・センター

3,969人 2,897人 

(6) 病児保育事業 

病気や病気回復期の子どもで，保護者の就労等

の理由により，保護者が保育できない際に実施し

ています。利便性を考慮して令和3年度から受入

れ箇所を増やすことにより，提供体制の確保に努

めます。 

年間延べ 

利用者数 
344人 531人 

実施箇所数 1か所 ２か所 

(7) 
子育て援助活動支援
事業（小学生のみ） 
（ファミリー・サポート・センター事業）

小学生の放課後における一時的な預かりの受

皿としての役割も担い，実施しています。今後は，

事業内容の質の向上や援助活動中の安全性の確

保に努め，会員数・利用人数を増やすために事業

の周知啓発を行っていきます。 

年間延べ 

利用者数 
2,404人 3,204人 
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(8) 利用者支援事業 

身近な場所での情報提供や相談・助言等を行う

とともに，関係機関との連絡調整等を実施してい

ます。今後も，保育コンシェルジュによる保育所

の利用等の情報提供や，子育て世代包括支援セン

ターにおいて妊娠期から子育て期までの切れ目

ないサポートを行います。 

実施箇所数 2か所 2か所 

(9) 妊婦健康診査 

母体や胎児の健康を確保するため，妊婦健康診

査にかかった費用について助成を行っています。

今後も受診券方式を継続し，受診券の利用方法を

わかりやすく説明し，受診勧奨を行い，引き続き

妊婦の健康管理を支援します。 

利用者数 1,074人 1,038人 

(10) 乳児家庭全戸訪問事業 

産婦・新生児・乳幼児を対象に保健師等が家庭

訪問による助言や相談を行い，支援の必要な方の

早期把握に取り組んでいます。今後も引き続き，

全戸訪問に努め，養育支援が特に必要な家庭につ

いては，養育支援訪問事業や要保護児童対策地域

協議会との連携を図り適切な支援につなげます。 

年間延べ 
訪問件数 

588件 608件 

(11) 養育支援訪問事業等 

保護者の養育を支援することが必要な家庭に

対し，保健師等が訪問し，相談・支援等を行いま

す。今後も関係機関の連携を強化し，支援を必要

とする家庭に適切なサービスが提供できるよう

丁寧に対応していきます。 

年間延べ 
訪問回数 

7回 6回 

(12) 
実費徴収に係る補足
給付を行う事業 

低所得者の負担軽減を図るため，教材や行事費

等の実費負担の部分についての助成を行います。 
年間延べ 
利用者数 

32人 ※ 

(13) 
多様な主体が本制度
に参入することを促
進するための事業 

教育・保育施設，地域子ども・子育て支援事業

の新規参入事業者に対して巡回支援等を行うほ

か，私立認定こども園における特別な支援が必要

な子どもの受入体制を支援し，良質かつ適切な教

育・保育等の提供体制の確保を図っています。今

後も，引き続き支援を行います。 

対象施設数 3か所 

※

対象者数 1人 ※

事業名 事業内容及び今後の方向性 指標 
（単位） 

平成30年度
実績 

令和6年度

確保方策 

※ この事業は今後の事業の量を見込むものではないため，「令和６年度確保方策」欄は記載をしておりません。 
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意見の募集について

本市では，「第2期子育て未来応援プラン「あしや」（芦屋市子ども・子育て 

支援事業計画）」の策定作業を進めています。 

このたび計画（案）がまとまりましたので市民の皆さんの意見を募集します。 

募集期間  令和元年 12月 16日（月）～ 令和 2年１月24日（金） 

応募方法    ご意見を文書（様式自由）にし，名称（計画）・住所・氏名（団体等は 

名称・代表者氏名）・電話番号（ＦＡＸ）を明記し，子育て推進課窓口 

へ持参（平日・執務時間内）または郵送・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれか 

で，下記へ提出してください。 

※Ｅメールで提出する場合は，メールに直接書き込むか，添付ファイル 

（Ｗｏｒｄ・テキストファイル・ＰＤＦ）で提出してください。 

※電話・窓口での口頭による意見は受け付けていません。 

意見の公表    ご意見は，市の見解とともに，市ホームページ等で公表（氏名等は非公開） 

予定です。 

※個別の回答は行いません。 

提出先     芦屋市こども・健康部子育て推進課 

             郵送・ＦＡＸ・Ｅメール 

             〒659-8501 住所不要 

             ＦＡＸ：38-2190 

             メールアドレス：info@city.ashiya.lg.jp 

計画書の本編は，市ホームページをご覧ください。 

芦屋市子育て未来応援プラン 検索


